
シリーズ 女性の人権を学ぶ

「性暴力は人権侵害です！」

AV出演強要やデートレイプなどの性被害が後を絶たない中、近年はネット社会の拡がりによって
盗撮やリベンジポルノなどの「デジタル性被害」も起きています。これらの実態と「性的搾取」
をなくすための取り組みを学び、考えていきます。

12月23日
14:00-16:00

(13:30 開場)

東京YWCA会館
Zoomによるオンライン参加もあります

講演者 NPO法人ぱっぷす相談支援主任 内田絵梨さん

カフマンホール

2023年

会場

（土）

申し込みフォーム→

参加費

会員・一般 500円

学生無料

主催

公益財団法人東京YWCA

E-mail peace-maker@tokyo.ywca.or.jp

Tel

※講演中の録音、録画、撮影、迷惑行為、妨害行為、誹謗中傷は
固くお断りいたします。セーフスペースへのご協力をお願いいたします。

03-3293-5456

締切：12月19日（火）

お問い合せ

平和と正義委員会

第2回

事前申し込み制です。

～性的搾取を知る～

参加費＋寄付付き 1,000円

NPO法人ぱっぷす相談支援主任。若年女性からの被害相談、特にデジタル性暴力に関する支援経験を重ねる。
被害者支援の現場から、デジタル性暴力や性的搾取にまつわる問題を広く発信したいと考えている。
2021年NHKと共同で行った「SNS上で児童に近づく加害者の実態調査」では中心的な役割を担った。

<プロフィール>

交流会

（会場参加者限定・自由参加）

16:30-18:30

講演会

https://docs.google.com/forms/d/1GG27IKq8zIi3575Jb97mdSKOAOtTlwK2kKt6DG8U4I4/edit


NPO法人ぱっぷす（ポルノ被害と性暴力を考える会）は、性的搾取や性暴力の      相談支援、
実態調査、事業者への不当行為の是正申し入れ、被害者の救済を図ることを目的に活動している
団体です。

NPO法人ぱっぷす

公益財団法人東京YWCAは日本国内にある24の地域YWCAの一つで、1905年に設立されました。
青少年と女性にフォーカスし、人権・健康・環境が守られる平和な世界を実現することを目的に、
世界の仲間とともに活動しています。

公益財団法人 東京YWCA

1.性産業による人身被害とその支援について（リディラバツアー）
2.社会の暴力性を問う（首都大学東京）
3.社会の暴力性を問う～「包摂型社会」への提言～（日本社会福祉学会学会主催校企画シンポ）
4.語り始めた被害者たち（メモリアルデーシンポジウム）
5.ワークショップ/AV出演強要問題（ヌエック・男女共同参画推進フォーラム）
6.AV出演強要問題～媒介される欲望、取引される体～韓国と日本の性売買、デジタル性暴力の実態
（韓国中央大学）
7.『変革』を創り出す社会福祉～分野分断・資源開発・ソーシャルアクション（鉄道弘済会社会福祉セミナー）
8.AV出演を強要された彼女たち・沈黙の口が開かれた（和光大学・性の人類学）
9.ポルノ被害に特化した支援の困難性（全国シェルターネット分科会）
10.デジタル性暴力について（岐阜県立千草寮（婦人保護施施設）
11.新たに浮かび上がった人権問題（神奈川県従業員組合女性部）
12.AV出演を強要された彼女たち～ようやく政府が動き出した～（東京医科歯科大学M＆Dセンターセミナー）
13.ポルノ被害は自己責任？～偏見と守られない被害者～（ピースボート、韓国環境財団協働のショートクルーズ）
14.支援者養成講座/AV出演強要相談支援について（NPO法人SEAN主催）
15.AV出演を強要された彼女たち・沈黙の口が開かれた（大正大学4年生向け授業）
16.女性に対する暴力をなくすキャンペーン・性被害を考える/アダルトビデオの出演を強要されて
（久留米市男女共同参画センター）
17.日本における性的搾取の実態について（講演・意見交換）（JICA研修生向け、東南アジア人身取引従事者・職員向け）
18.AV問題を考える・若者の性～AV出演強要とJKビジネス（北九州市男女共同参画センター）
19.「女性への暴力」施策の現状と課題（神奈川自治体学校分科会）
20.ポルノ被害と性暴力について考える（ウイメンズハウスとちぎ）
21.AV被害者相談と支援実践（NPO法人女性のための安全と健康のための支援教育センター）

＜講師・ゲストスピーカー出演実績＞
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